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第１回 とっとりの建設産業を「造る・支える・守る」 技術者リレーインタビュー 
 

 

「先輩技術者に学び、楽しく、やりがいのある職場」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(株)井中組（倉吉市） 
むとう   みうら 

武藤 真賓さん（２４才） 

 
生まれも育ちも大阪です。 
小さい頃から物作りが好きで、高校は建築科で学びました。 
 
子育てしやすい良い環境を求めて一昨年倉吉市に移住しました。 
倉吉市に移住したのは、大阪で開催された移住定住フェアに参加したことがきっかけです。 
相談員さんに、「井中組」を勧められ、給与面で他業種より条件が良いことや早く帰れることなどから、家族を支えら
れると思い就職しました。 
 
 
業務は公共施設の建築現場で見習い監督。先輩技術者の大西和則さん（64 才）に仕事を教わりながら、今月で就職し
て１年が経ちました。 
 
 
先輩の大西さんの仕事を見ながら、自分で取り組み、分からないことがあれば聞いてみることの繰り返し。 
「見て覚えろ」という雰囲気の職場では、聞きたいことも聞けなくなり、自分の居場所がなくなってしまいますが、 
大西さんは優しく分かりやすく指導してくださいます。 
会社の後押しもあり、研修会に参加、１級建築施工管理技士の資格取得を目指しています。 
これからは、現場で色々な仕事ができるようになって、協力業者さんに的確に指導や指示を出していけるようになりた
いと思います。 
 
 
最後に 
建設産業の仕事は、登山と一緒で苦しいこともありますが、必ずゴールがあり達成感があります。 
ゴールしたら職場の仲間と楽しく飲んで語らいます。次の現場まで充電期間が取れることも魅力です。 
目標は、「成⾧して先輩が退職するまでにしっかり仕事を覚えて監督になることです。」 
 

次の（第２回）リレーインタビュー(株)共栄組 杉内慎治さん 

先輩の大西さん、武藤さん 

井中組 於 

仕事への思いや、目標を話す武藤さん 


